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Ⅳ  次の 30 問 題 の うち 25 問 題 を 選 ん で 解答 せ よ 。（ 解答 欄 に 1 つだ け マ ー クす る こ と。） 

 

Ⅳ － １  日本 の 農 業 経営 の 現 状 に関 す る 次 の記 述 の う ち、 誤 っ て いる も の は どれ か 。  

①  農 業 就業 人 口 に 占め る 65 歳 以 上 の 者 の割 合 は 上 昇を 続 け て おり 、 高 齢 化が 著 し く進

行 し て い る。  

②  認 定 農業 者 は 、 平成 14 年 度末 で 約 172 千 経 営 体と な り 年 々増 加 し て いる 。  

③  新 規 就農 者 の 数 は、平 成 2 年以 降 増 加 傾向 に あ り 、平 成 14 年 に は 離 職 就農 者 等 を 含

ん で 約 8 万人 が 新 た に就 農 し た 。 

④  平 成 15 年 に お いて 女 性 は 農業 就 業 人 口の 約 55%、基 幹的 農業 従 事 者 の約 46%を 占

め て お り 、農 業 や 生 活面 で 重 要 な役 割 を 果 たし て い る 。 

⑤  平 成 15 年 に お いて 農 業 生 産法 人 の 営 農類 型 を み ると 、果 樹が約 29%と 最 も 多 く、次

い で 米 麦 作が 約 22%、 畜 産 が約 12%と な っ て い る 。 

正 解 … … ⑤ が 誤 り （ 畜 産 が 29％ 、 米 麦 作 22％ 、 野 菜 12％ ： H15 白 書 p124）  

 

Ⅳ 一 ２  日本 の 食 生 活を 取 り 巻 く最 近 の 状 況に 関 す る 次の 記 述 の うち 、 誤 っ てい る も のは

ど れ か 。  

①  日 本 の穀 物 自 給 率は 、 人 口 1 億 人 を 超え る 10 カ 国 （ EU は 含 ま な い ）の 中 で は 最下

位 で あ る 。 

②  平 成 13 年 に お ける 生 鮮 野 菜の 第 1 位 の輸 入 相 手 国（ 輸 入 金 額べ 一 ス ）は、ア メ リ カ

で あ る 。  

③  野 菜 の自 給 率 は 、魚 介 類 の 自給 率 よ り も高 い 。  

④  カ ロ リー （ 供 給 熱量 ） べ 一 スで み た 場 合に 、 米 の 消費 量 の 減 少と 、 畜 産 物と 油 脂 類と

を 合 わ せ た消 費 量 の 増加 と は ほ ぼ同 じ 位 で あり 、 代 替 関係 に あ る 。 

⑤  豆 腐 等食 品 用 大 豆の 自 給 率 は、平 成 9 年の 約 14%か ら 平 成 15 年 に は 約 25%に 上 昇

し て い る 。 

正 解 … … ② が 誤 り （ １ 位 中 国 425 億 円 、 ２ 位 米 国 207 億 円 ： H14 白 書 統 計 表 p25）  

 

Ⅳ － ３  日本 の 食 品 産業 を め ぐ る状 況 に 関 する 次 の 記 述の う ち 、誤っ て い る もの は ど れか。 

①  平 成 12 年 度 の 農業 、漁 業 、食 品 産 業 等の 国 内 総 生産 は 約 52 兆 円 で 、全産 業 約 515

兆 円 の 約 10%を 占 め る 「 １ 割 産業 」 と な って い る 。  

②  最 近 、輸 入 農 産 物の 増 加 や 産直 の 増 加 等に よ り 、 生鮮 食 品 が 卸売 市 場 を 経由 す る 割合

は 低 下 傾 向に あ る 。  

③  平 成 12 年 度 に おい て 農 業 、漁 業 、食 品産 業 の 就 業者 数 等 は 、全 体 で 約 1,200 万 人を

超 え 、 全 就業 者 数 約 6,300 万 人の 約 2 割が 食 料 の 供給 に 携 わ り、 雇 用 面 にお い て も 重要

な 役 割 を 担っ て い る 。 

④  平 成 12 年 に お いて 食 品 製 造業 が 地 域 の製 造 業 全 体に 占 め る 出荷 額 等 の 割合 は 、 北海
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道 や 沖 縄 県で 高 く 、 東海 地 域 で 低い 。  

⑤  最 近 の厳 し い 経 済情 勢 の 中 、弁 当 や 総 菜等 の 中 食 並び に レ ス トラ ン 等 の 外食 産 業 は、

と も に 市 場規 模 が 増 加し て い る 。 

正 解 … … ⑤ が 誤 り（ 外 食 産 業 の 市 場 規 模 は 平 成 10 年 以 降 減 少 し て い る：H14 白 書 p50） 

 

Ⅳ － 4 世 界 の 貿 易 状況 に 関 す る次 の 記 述 のう ち 、 誤 って い る も のは ど れ か 。 

①  2002 年 に お け る 日 本 の 農 産 物 輸 入 額 の 大 き い 国 は 、 大 き い 方 か ら ア メ リ カ 、 中 国 、

オ ー ス ト ラリ ア の 順 であ る 。  

②  2002 年 に お け る日 本 の 農 産物 輸 出 額 は、コ ス ト 高に よ る 国 際競 争 力 の 低さ 等 か ら約

２ 千 億 円 にと ど ま っ てい る 。  

③  世 界 の年 間 1 人 当た り 穀 物 生産 量 は 、 最近 に お い てや や 減 少 傾向 で あ る 。 

④  2000 年 に お け る大 豆 の 輸 出量 の 多 い 国は 、多 い 方か ら イ ン ド、中 国 、ブラ ジ ル の順

で あ る 。  

⑤  中 国 は世 界 最 大 の穀 物 生 産 国で あ り 、2001 年 にお け る 世 界の 穀 物 生 産量 の 約 ２ 割を

占 め て い る。  

正 解 … … ④ が 誤 り（ １ 位 米 国 、２ 位 ブ ラ ジ ル 、３ 位 ア ル ゼ ン チ ン：H14 白 書 統 計 表 p23） 

 

Ⅳ － ５  日本 の 米 の 生産 、 消 費 状況 に 関 す る次 の 記 述 のう ち 、 誤 って い る も のは ど れ か。 

①  平 成 15 年 に お ける 水 稲 の 作付 面 積 の 多い 都 道 府 県は 、 多 い 方か ら 北 海 道、 新 潟 県、

秋 田 県 の 順で あ る 。  

②  平 成 15 年 に お ける 水 稲 の 作柄 は 、 全 国平 均 で 作 況指 数 が 90 と な り 、 平成 に 入 り最

大 の 不 作 とな っ た 。  

③  平 成 15 年 に お ける 水 稲 の 品種 別 収 穫 量は 、 多 い 方か ら コ シ ヒカ リ 、 ヒ ノヒ カ リ 、ひ

と め ぼ れ の順 で あ る 。 

④  米 の 消費 は 、 長 期的 に 減 少 傾向 に あ り 、平 成 14 年 に は １ 人 １年 当 た り 消費 量 （ 供給

べ 一 ス ） は、 約 63 キ ロ グ ラ ム とな っ て い る。  

⑤  米 の 家庭 用 消 費 以外 の 分 野 での 消 費 量 は、 最 近 に おい て 増 加 傾向 で 推 移 して い る 。  

正 解 … … ② が 誤 り （ 作 況 指 数 74 の 平 成 ５ 年 の 方 が 低 い ： H15 白 書 ト ピ ッ ク p13）  

 

Ⅳ － ６  日本 の 花 き に関 す る 次 の記 述 の う ち、 正 し い もの は ど れ か。  

①  平 成 15 年 に お いて 、 花 き のう ち 鉢 も の類 の 出 荷 量は 、 切 り 花類 の 出 荷 量を 上 回 って

い る 。  

②  平 成 14 年 の 花 きの 産 出 額 は、 農 業 産 出額 の 約 20%を 占 め てい る 。  

③  花 き の産 出 額 は 、平 成 10 年 を ピ ー ク とし て 、 そ れ以 降 は 頭 打ち 状 況 と なっ て い る 。 

④  平 成 15 年 に お いて 、 切 り 花類 の 出 荷 量の 多 い 都 道府 県 は 、 多い 方 か ら 青森 県 、 静岡

県 、 沖 縄 県の 順 で あ る。  
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⑤  平 成 15 年 に お いて 、 出 荷 量の 多 い 切 り花 類 の 種 類は 、 多 い 方か ら り ん どう 、 ば ら、

ひ ま わ り の順 で あ る 。 

正 解 … … ③ が 正 し い  

① 誤 り … … 切 り 花 類 約 3,000 億 円 に 対 し 、 鉢 も の 類 約 1,600 億 円 （ 生 産 農 業 所 得 統 計 ） 

② 誤 り … … 総 産 出 額 の 5.0％ （ H15 白 書 統 計 表 p118）  

④ 誤 り … … １ 位 ダ ン ト ツ で 愛 知 県 、 ２ 位 千 葉 県 、 ３ 位 福 岡 県 （ 生 産 農 業 所 得 統 計 ）  

⑤ 誤 り … … １ 位 キ ク 、 ２ 位 カ ー ネ ー シ ョ ン 、 ３ 位 バ ラ （ 生 産 農 業 所 得 統 計 ）  

 

Ⅳ 一 ７  農作 物 の 病 害虫 防 除 に 関す る 次 の 記述 の う ち 、誤 っ て い るも の は ど れか 。  

①  セ ン チュ ウ 類 の 被害 を 回 避 する た め 、 耕種 的 防 除 法と し て 連 作が 有 効 で ある 。  

②  ト ビ イロ ウ ン カ は、 梅 雨 期 に南 西 風 に のっ て 南 方 から 我 が 国 へ飛 来 す る もの が 多 い。 

③  沖 縄 県の ウ リ ミ バエ の 根 絶 対策 は 、 不 妊化 虫 の 放 飼法 に よ っ て成 し 遂 げ られ た 。  

④  病 害 虫抵 抗 性 品 種の 栽 培 は 、有 効 な 防 除手 段 の 一 つで あ る 。  

⑤  イ ネ いも ち 病 発 生は 、 気 象 条件 に よ っ て影 響 さ れ る度 合 い が 高い こ と か ら、 年 次 変動

が 大 き い とさ れ て い る。  

正 解 … … ① が 誤 り （ 連 作 → 輪 作 ）  

 

Ⅳ － ８  日本 に お け るバ イ オ マ スに 関 す る 次の 記 述 の うち 、 誤 っ てい る も の はど れ か 。  

①  バ イ オマ ス と は、再 生 可 能 な、生 物 由来の 有 機 性 資源 で 化 石 資源 を 除 い たも の で あ る。  

②  廃 棄 物系 バ イ オ マス の 利 用 の推 進 に お いて 、 バ イ オマ ス の 収 集・ 輸 送 の ため の 費 用負

担 が 大 き いこ と な ど の課 題 が あ る。  

③  バ イ オマ ス に 由 来す る プ ラ スチ ッ ク は 、土 壌 微 生 物に よ っ て 二酸 化 炭 素 と水 に 分 解さ

れ な い 。  

④  家 庭 や学 校 か ら 出さ れ る 廃 食油 か ら バ イオ デ ィ ー ゼル 燃 料 を 製造 し 、 農 業用 ト ラ クタ

ー や 地 方 自治 体 の 公 用車 に 利 用 する な ど の 取組 が 行 わ れて い る 。  

⑤  化 石 資源 の 代 替 資源 と し て バイ オ マ ス の利 用 を 促 進す る こ と によ り 、 二 酸化 炭 素 発生

を 抑 制 し 、地 球 温 暖 化の 防 止 に 貢献 す る こ とが で き る 。 

正 解 … … ③ が 誤 り（ 澱 粉 を 用 い て い る 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク は 、澱 粉 と 他 の 樹 脂 と の 混 合

が 多 く 、細 か く な る だ け で 完 全 分 解 し な い も の も あ る 。こ れ ら を 分 け て 自 然 崩 壊 性 プ ラ ス

チ ッ ク と 呼 ぶ こ と も あ る 。 し た が っ て 、 分 解 さ れ る も の も あ る と す る の が 正 し い よ う だ ） 

 

Ⅳ － ９  日本 の 中 山 間地 域 の 現 状及 び 課 題 に関 す る 次 の記 述 の う ち、 誤 っ て いる も の はど

れ か 。  

①  中 山 間地 域 は 、国土 の 5 割 程度 の 面 積 を占 め る が 、国 内 の 食 料供 給 の 維 持を 図 る 上で

は 大 き な 役割 を 果 た して い な い 。 

②  中 山 間地 域 に お ける 水 田 農 業は 、 耕 地 の平 坦 さ や 圃場 区 画 の 大き さ 等 の 地形 的 条 件が
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大 き く 影 響し て 、 生 産性 の 面 で 平地 地 域 と の格 差 が あ る。  

③  中 山 間地 域 は 、 平地 地 域 に 比べ て 耕 作 放棄 地 率 が 高く 、 ま た 、農 業 集 落 の減 少 が 進ん

で い る 。  

④  中 山 問地 域 の 豊 かな 自 然 や ゆと り あ る 居住 空 間 等 を求 め て 都 市と 農 村 と の交 流 が 行わ

れ て い る 。 

⑤  中 山 間地 域 で は 、農 業 生 産 活動 等 の 維 持を 通 じ て 多面 的 機 能 を確 保 す る こと を 目 的と

し て 、 農 業生 産 条 件 の不 利 を 直 接的 に 補 正 する 直 接 支 払制 度 が 実 施さ れ て い る。  

正 解 … … ① が 誤 り（ 国 土 の ７ 割 の 面 積 、農 業 粗 生 産 額 の ４ 割 を 占 め 、我 が 国 の 農 業・農 村

に 大 き な 地 位 を 占 め て い る ： H15 白 書 p213）  

 

Ⅳ － 1O 土 壌 に 関 する 次 の 記 述の う ち 、 誤っ て い る もの は ど れ か。  

①  火 山 灰土 壌 の リ ン酸 固 定 力 が高 い の は 、主 に 活 性 のア ル ミ ニ ウム が 多 く 含ま れ る ため

で あ る 。  

②  我 が 国の 農 地 で は、 雨 が 多 いた め 塩 基 類が 溶 脱 し やす く 、 土 壌が 酸 性 化 しや す い 。  

③  脱 窒 作用 と は 、土壌 中 の 硝 酸態 窒 素 が 嫌気 的 条 件 下で 窒 素 ガ スに 変 化 す る反 応 を いう。 

④  拮 抗 作用 と は 、 ある 微 生 物 が土 壌 中 で ほか の 微 生 物の 活 動 を 促進 す る 働 きを い う 。  

⑤  酸 性 土壌 で 生 息 しや す い 病 原菌 の 活 動 は、 石 灰 施 用に よ る 土壌 pH の 上 昇 に よ り 抑制

さ れ る 。  

正 解 … … ④ が 誤 り（ 土 壌 微 生 物 に は 有 機 物 を 分 解 し て 養 分 に す る 働 き の ほ か 、拮 抗 作 用 と

い い 病 原 菌 の 影 響 を 相 対 的 に 抑 制 す る 働 き が あ る 。な お 、促 進 す る 働 き は「 協 力 作 用 」と

い う → ピ ク シ ィ さ ん の メ ー ル よ り ）  

 

Ⅳ － 11 土 壌 ・ 肥 料に 関 す る 次の 記 述 の うち 、 誤 っ てい る も の はど れ か 。  

①  窒 素 は主 と し て 、水 田 で は アン モ ニ ア 態窒 素 、 畑 では 硝 酸 態 窒素 の 形 で 植物 に 吸 収さ

れ る 。  

②  樹 皮 や稲 わ ら は 、家 畜 ふ ん きゅ う 肥 に 比べ て 炭 素 窒素 比 （ C/N 比 ） が 高い 。  

③  田 植 えと 同 時 に 苗の 側 方 に 施肥 を す る 方法 を 側 条 施肥 と い う 。 

④  土 壌 消毒 に は 、 薬剤 を 用 い る化 学 的 方 法と 蒸 気 、 太陽 熱 な ど を利 用 す る 物理 的 方 法が

あ る 。  

⑤  施 肥 設計 に 当 た って は 、 堆 きゅ う 肥 の 窒素 は 作 物 の肥 料 成 分 とし て 考 慮 する こ と はな

い 。  

正 解 … … ⑤ が 誤 り（ 施 用 し た 堆 き ゅ う 肥・圃 場 残 渣・緑 肥 等 に 含 ま れ る 窒 素 や カ リ の 成 分

を 考 慮 し て 、各 地 域 で 定 め た「 施 肥 標 準 」よ り も 化 成 肥 料 の 施 用 量 を 減 肥 す る よ う 指 導 し

て い る ）  

 

Ⅳ 一 12 日 本 に お ける 食 品 に 関す る 次 の 記述 の う ち 、正 し い も のは ど れ か 。 
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①  ト レ ーサ ビ リ テ ィシ ス テ ム とは 、 食 品 の生 産 ・ 加 工・ 流 通 等 に関 す る 履 歴情 報 を 追跡

で き る 方 式で あ る 。  

②  JAS 法 に 基 づ き認 定 さ れ た有 機 農 産 物以 外 の も ので も 有 機 の表 示 は で きる 。  

③  PFC 供 給 熱 量 比率 と は 、たん ぱ く 質 、脂 質 、ビ タミ ン の ３ 栄養 素 の 供 給熱 量 比 率 であ

る 。  

④  食 品 衛 生 法 で 販 売 が 禁 止 さ れ て い る 玄 米 の カ ド ミ ウ ム 含 量 は 、 lOOppm 以 上 で あ る 。 

⑤  国 民 の食 生 活 に おい て 、 平 均栄 養 所 要 量に 対 し カ ルシ ウ ム は ほぼ 充 足 し てい る が 、ビ

タ ミ ン A や ビ タ ミン C は 不 足 して い る 。  

正 解 … … ① が 正 し い  

② 誤 り … …「 有 機 Ｊ Ａ Ｓ マ ー ク を 貼 付 し た 農 産 物 」以 外 の も の に「有 機 」等 を 表 示 す る こ

と は 禁 止 さ れ た 。（ H15 白 書 p197）  

③ 誤 り … … Ｐ ： タ ン パ ク 質 、 Ｆ ： 脂 質 、 Ｃ ： 炭 水 化 物 （ H14 白 書 p38）  

④ 誤 り … … 100ppm→ 1.0ppm（ H14 白 書 本 文 p21）  

⑤ 誤 り … … ビ タ ミ ン Ａ は 2,000IU／ 日 の 所 要 基 準 に 対 し て 摂 取 量 2,654IU→ 充 足  

ビ タ ミ ン Ｃ は 100mg／ 日 の 所 要 基 準 に 対 し て 摂 取 量 128mg→ 充 足  

カ ル シ ュ ウ ム は 600mg／ 日 の 所 要 基 準 に 対 し て 547mg→ や や 不 足  

（ 五 訂 食 品 成 分 表 2003）  

 

Ⅳ － 13 日 本 に お ける 食 品 に 関す る 次 の 記述 の う ち 、誤 っ て い るも の は ど れか 。  

①  JAS 法 に お い て、賞 味期 限は 品 質 が 保持 さ れ る 期限 、消費 期限 は 安 全 性が 保 た れ る期

限 を い う 。 

②  最 近 の野 菜 の 国 民一 人 当 た り消 費 量 （ 供給 べ 一 ス ）は 、 年 間約 100 キ ロ グ ラ ム で果

実 よ り 多 い。  

③  食 事 によ り 人 に 取り 込 ま れ るダ イ オ キ シン 類 の う ち、約 8 割 は魚 介 類 か らの 摂 取 であ

る 。  

④  JAS 法 で は 、生鮮 食 品 の 一部 及 び 加 工食 品 の 全 てに お い て 原産 地 表 示 を義 務 付 け てい

る 。  

⑤  食 生 活の 乱 れ を ただ し 、 食 の重 要 性 の 認識 を 深 め る食 に 関 す る教 育 （ 食 育） が 推 進さ

れ て い る 。 

正 解 … … ④ が 誤 り （ 改 正 Ｊ Ａ Ｓ 法 に お い て 、 加 工 品 は 「 名 称 」「 原 材 料 名 」「 内 容 量 」「 賞

味 期 限 」な ど は 義 務 付 け さ れ て い る が 、原 料 の 原 産 地 表 示 は 義 務 付 け さ れ て い な い 。た だ

し 、加 工 品 の 原 料 原 産 地 表 示 は 漬 物 等 一 部 の 製 品 で 義 務 づ け ら れ て お り 、ま た そ の 対 象 は

拡 大 さ れ る 傾 向 に あ る 。た だ 、設 問 で は 原 料 原 産 地 で な く 、原 産 地 と し か 書 い て い な い の

で 、製 造 地 の 意 味 な ら 製 造 者 も し く は 輸 入 者 を 記 入 し な け れ ば い け な い ら し い 。紛 ら わ し

い 問 題 で あ る が 、「 全 て の 加 工 食 品 に 該 当 」 で は な い の で 、 ④ が 誤 り で あ る こ と に は 間 違

い な い → よ ひ さ ん か ら の メ ー ル よ り ）  
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ま た 、① に つ い て は 、平 成 15 年 ５ 月 に Ｊ Ａ Ｓ 法 と 食 品 衛 生 法 で 統 一 し て 規 定 し た（ H15

白 書 前 文 p8）「 賞 味 期 限 」と は 、全 て の 品 質 が 十 分 に 保 持 し う る と 認 め ら れ た 期 限 で 、「 消

費 期 限 」と は 、腐 敗 な ど の 衛 生 上 の 危 害 が 発 生 す る お そ れ が な い と 認 め ら れ る 期 限 と し て

い る 。概 ね ５ 日 以 内 の 期 間 で 品 質 が 劣 化 す る 食 品 に は 消 費 期 限 、品 質 の 劣 化 が 比 較 的 緩 や

か な 食 品 に は 賞 味 期 限 が 記 載 さ れ る 。  

 出 題 者 は こ の 選 択 肢 を 「 正 し い 」 と 判 断 す る だ ろ う と 考 え て い る よ う で あ る が 、「 腐 敗

な ど の 衛 生 上 の 危 害 が 発 生 す る お そ れ が な い 期 限 」の こ と を「 安 全 性 が 保 た れ る 期 限 」と

表 現 す る こ と が 妥 当 か 否 か 疑 問 が 残 る 。  

な お 、③ に つ い て は 、ダ イ オ キ シ ン は 主 と し て 呼 吸 に よ り 人 の 体 内 に 吸 収 さ れ る が 、食

品 で は 比 較 的 魚 介 類 に 多 く 含 ま れ 、８ 割 が 魚 介 類 か ら 摂 取 さ れ て い る の で「 正 し い 」と い

え る 。た だ し 、耐 容 一 日 摂 取 量 を 大 き く 下 回 っ て い る の で 通 常 で は 健 康 に 心 配 は な い（ H14

白 書 p21）。  

 

Ⅳ － 14 日 本 の 農 業生 産 環 境 に関 す る 次 の記 述 の う ち、 誤 っ て いる も の は どれ か 。  

①  化 学 肥料 や 農 薬 の低 減 等 に 取組 む 稲 作 経営 の 経 営 費は 、 慣 行 栽培 を 行 う 経営 に 比 べて

高 い 傾 向 にあ る 。  

②  農 業 由 来 の 廃 棄 物 は 減 少 傾 向 に あ る が 、 全 産 業 廃 棄 物 に 占 め る 割 合 は 約 60%と 圧 倒

的 に 多 い 。 

③  世 界 的な 地 球 温 暖化 対 策 の 取組 み を 担 保す る 京 都 議定 書 で は 、二 酸 化 炭 素の 削 減 を目

指 し て い る。  

④  産 業 廃棄 物 の 適 正な 処 理 を 確保 す る た めに 、 処 理 記録 な ど を 管理 す る 産 業廃 棄 物 管理

票 制 度 が 導入 さ れ て いる 。  

⑤  環 境 容量 と は 、 環境 に 対 し 悪影 響 を 生 じる こ と な く汚 染 物 質 を受 け 入 れ るこ と が でき

る 収 容 力 若し く は 限 界量 を い う 。 

正 解 … … ② が 誤 り（ 平 成 13 年 の 農 業 由 来 の 廃 棄 物 の 全 産 業 廃 棄 物 に 占 め る 割 合 は 22.6％

で 、 電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業 に 次 い で ２ 位 ： H15 白 書 p191）  

た だ し 、 ③ に お い て 、 京 都 議 定 書 は 二 酸 化 炭 素 の 他 に 、 メ タ ン 、 一 酸 化 二 窒 素 、 HFC、

PFC、Ｓ Ｆ 6 の 削 減 を 目 指 し て い る 。問 題 に は「 農 業 生 産 環 境 に 関 す る 」と 書 い て あ る が 、

H15 白 書 p331 に も あ る よ う に 、 農 業 分 野 で の 二 酸 化 炭 素 の ほ か 、 メ タ ン や 一 酸 化 二 窒

素 の 削 減 に 取 り 組 む と し て お り 、 誤 り と も 解 釈 さ れ 兼 ね な い 疑 問 の 残 る 問 題 で あ る 。  

 

Ⅳ － 15 日 本 の 畜 産の 現 状 に 関す る 次 の 記述 の う ち 、正 し い も のは ど れ か 。 

①  平 成 14 年 度 に おけ る 畜 産 の産 出 額 は、農 業 総 産 出額 の 約 50%を 占 め てお り 、日本農

業 の 基 幹 部門 の 一 つ とな っ て い る。  

②  平 成 14 年 度 に おけ る 牛 肉 の自 給 率 （ 重量 べ 一 ス ）は 、 約 70%で あ る 。 

③  過 去 10 年 間 に おけ る 乳 牛 の飼 養 戸 数 は、 経 年 的 に小 規 模 層 を中 心 に 減 少し て お り、
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一 戸 当 た り乳 牛 （ 経 産牛 ） 飼 養 頭数 も 同 様 に減 少 し て いる 。  

④  和 牛 の子 牛 価 格 は、BSE の 発生 に 伴 い 平成 13 年 度か ら 14 年 度 に か け て低 下 し 、15

年 度 も 、 回復 の 兆 し は見 ら れ な い。  

⑤  鶏 肉 の消 費 量 は 、平 成 ９ 年 度以 降 、 や や減 少 傾 向 で推 移 し た が、 国 外 及 び国 内 で の高

病 原 性 鳥 イン フ ル エ ンザ 発 生 以 降、 さ ら に 減少 傾 向 で 推移 し た 。  

正 解 … … ⑤ が 正 し い  

① 誤 り … … 50％ → 2８ ％ （ H15 白 書 統 計 書 p119）   

② 誤 り … … 70％ → 39％ （ 食 糧 需 要 表 ）  

③ 誤 り … … 戸 当 り 乳 用 牛 頭 数 ： 平 成 ７ 年 44 頭 → 平 成 15 年 58 頭 （ 農 林 水 産 統 計 ）  

④ 誤 り … … 雄 和 子 牛 の 全 国 価 格 は 平 成 12 年 を 100 と す る と 、13 年 93.8、14 年 88.2

か ら 15 年 に は 104.0 と Ｂ Ｓ Ｅ 発 症 前 の 12 年 よ り も 高 く な っ た 。 な お そ の 後 、 ア メ リ

カ で の Ｂ Ｓ Ｅ 発 症 に よ る 平 成 15 年 12 月 24 日 以 降 の 牛 肉 輸 入 停 止 措 置 も あ り 、 価 格 は

さ ら に 急 速 に 上 昇 し て い る 。（ 農 村 物 価 統 計 ）  

 

Ⅳ － 16 日 本 の 自 給飼 料 に 関 する 次 の 記 述の う ち 、 誤っ て い る もの は ど れ か。  

①  平 成 14 年 度 の 酪農 経 営 に おけ る 飼 料 自給 率（ TDN べ 一 ス ）は 、北 海 道と 都 府 県 の差

は な く 、 50%前 後 で あ る 。  

②  海 外 飼料 に 依 存 した ま ま の 状態 で 自 給 飼料 の 増 産 を伴 わ な い 畜産 物 の 消 費拡 大 は 、食

料 自 給 率 を低 下 さ せ る原 因 の 一 つと な っ て いる 。  

③  平 成 14 年 度 の 飼料 作 物 の 作付 面 積 は 、平 成 ９ 年 度に 比 べ て 、北 海 道 及 び都 府 県 のい

ず れ の 地 域で も 減 少 して い る 。  

④  平 成 14 年 度 に おけ る 自 給 飼料 の 年 産 コス ト の 全 国平 均 値 は 、輸 入 粗 飼 料価 格 よ りは

低 い が 、 畜産 経 営 に おい て は 利 便性 、 労 力 面の 負 担 な どの 要 因 に より 輸 入 粗 飼料 に 依 存す

る 傾 向 に ある 。  

⑤  稲 発 酵粗 飼 料 の 作付 面 積 は、平 成 13 年 度 で 急 増 し、平成 15 年 度 見 込 みで は 約 5 千

ヘ ク タ ー ルと な っ て いる 。  

正 解 … … ① が 誤 り（ 平 成 11 年 の 全 国 の 飼 料 自 給 率 は 25％ 程 度〔 飼 料 増 産 計 画：農 水 省 〕、

平 成 10 年 の 北 海 道 の 飼 料 自 給 率 は 50％ 強〔 北 海 道 農 政 部 〕。ま た 平 成 15 年 の 生 乳 100kg

当 り 購 入 飼 料 費 は 都 府 県 3,108 円 に 対 し て 北 海 道 1,572 円 と 半 分 〔 畜 産 物 生 産 費 統 計 〕

で あ り 、 こ れ か ら も 誤 っ て い る こ と が 判 る ）  

 

Ⅳ － 17 鳥 イ ン フ ルエ ン ザ に 関す る 次 の 記述 の う ち 、誤 っ て い るも の は ど れか 。  

①  鳥 イ ンフ ル エ ン ザウ イ ル ス は、 鳥 か ら 鳥に 感 染 す る感 染 症 で ある が 、 生 きた 鳥 と の濃

密 な 接 触 等に よ り 、 大量 の 鳥 イ ンフ ル エ ン ザウ イ ル ス が人 の 体 内 に入 っ た 場 合に 、 ご くま

れ に 人 に 感染 す る こ とも あ る 。  

②  鳥 イ ンフ ル エ ン ザウ イ ル ス が人 か ら 人 に感 染 し 科 学 的 に 証 明 さ れ た 例 は、報 告 さ れ て
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い な い 。（※ 青 イ タ リッ ク 体 は 試験 会 場 で 追加 ・ 訂 正 した 部 分 ）  

③  食 品 とし て の 鳥 類（ 鶏 肉 や 鶏卵 ） を 食 べる こ と に よっ て 、 人 が鳥 イ ン フ ルエ ン ザ に感

染 し た 例 があ る 。  

④  鳥 イ ンフ ル エ ン ザウ イ ル ス が変 異 し 、 人か ら 人 に 強い 感 染 力 を有 す る 新 型イ ン フ ルエ

ン ザ ウ イ ルス と な る 可能 性 が あ る。  

⑤  海 外 には 鳥 イ ン フル エ ン ザ 用の ワ ク チ ンは あ る が 、日 本 を 含 め世 界 の ほ とん ど の 国で

は 、 ワ ク チン に 頼 ら ない 殺 処 分 によ る 防 疫 措置 が と ら れて い る 。  

正 解 … … ③ が 誤 り （ こ の よ う な 例 は 未 だ な い ： H15 白 書 p20、 p246。 な お 、 ② に つ い

て は 、今 年 の ９ 月 に な っ て か ら 、タ イ で 人 か ら 人 へ の 感 染 の 疑 わ し い 事 例 が 発 生 し て し ま

っ た の で 問 題 に 追 加 、 訂 正 し た よ う だ → こ れ も よ ひ さ ん か ら の メ ー ル ）  

 

Ⅳ － 18 「牛 の 個 体 識別 の た め の情 報 の 管 理及 び 伝 達 に関 す る 特 別措 置 法 」に基 づ く 制 度

の 概 要 に 関す る 次 の 記述 の う ち 、誤 っ て い るも の は ど れか 。  

①  国 内 で生 ま れ た すべ て の 牛 に、 1O 桁 の 個 体 識 別 番号 が 印 字 され た 耳 標 が装 着 さ れ る

が 、 生 体 で輸 入 し た 牛に は 耳 標 を装 着 し な くて も よ い 。 

②  個 体 識別 番 号 に よっ て 、 牛 の性 別 や 種 別に 加 え 、 出生 か ら 、 肉用 牛 で あ れば 肥 育 を経

て 屠 殺 ま で、 乳 用 牛 であ れ ば 生 乳生 産 を 経 て廃 用 ・ 屠 殺ま で の 飼 養地 等 が デ ータ ベ ー スに

記 録 さ れ る。  

③  牛 肉 とな っ て か らは 、 枝 肉 、部 分 肉 、 精肉 と 加 工 され 流 通 し てい く 過 程 で、 そ の 取引

に 関 わ る 販売 業 者 等 によ り 、 個 体識 別 番 号 が表 示 さ れ 、仕 入 れ の 相手 先 等 が 帳簿 に 記 録・

保 存 さ れ る。  

④  消 費 者は 、 購 入 した 牛 肉 に 表示 さ れ て いる 個 体 識 別番 号 に よ り、 イ ン タ ーネ ッ ト を通

じ て 牛 の 生産 履 歴 を 調べ る こ と がで き る 。  

⑤  販 売 業者 等 に と って は 、 消 費者 か ら の 信頼 が 高 ま り、 酪 農 家 や肉 用 牛 農 家等 に と って

は 、 個 体 識別 番 号 に よる 各 種 情 報の 統 合 や 、個 体 確 認 を伴 う 経 営 支援 対 策 の 確実 な 実 施等

へ の 活 用 が期 待 さ れ てい る 。  

正 解 … … ① が 誤 り （ 生 体 で 輸 入 し た 牛 に 耳 標 を 装 着 し な く て も 良 い と い う 特 例 は な い ：

H15 白 本 文 書 p25）   

 

Ⅳ － 19 日 本 に お ける 家 畜 排 せつ 物 に 関 する 次 の 記 述の う ち 、 誤 っ て い る も の は ど れ か 。 

①  平 成 11 年 11 月 １ 日 に 施 行さ れ た 「 家畜 排 せ つ 物の 管 理 の 適正 化 及 び 利用 の 促 進に

関 す る 法 律」 に 基 づ く管 理 基 準 は、 平 成 16 年 11 月 １日 か ら 全 面的 に 適 用 され る 。  

②  法 律 上の 家 畜 排 せつ 物 と は 、ふ ん 尿 の 状態 の も の だけ で は な く、 発 酵 後 の堆 肥 や 液肥

ま で を 含 めて い る 。  

③  「 家 畜排 せ つ 物 の管 理 の 適 正化 及 び 利 用の 促 進 に 関す る 法 律 」に 基 づ く 管理 基 準 は、

飼 養 頭 羽 数の 少 な い 農家 に も 適 用さ れ る 。  
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④  平 成 11 年 度 に おけ る 年 間 の家 畜 排 せ つ物 の 処 理 ・利 用 の 状 況は 、 野 積 み・ 素 掘 りへ

約 9 百 万 トン 、農 地・草 地 還 元 へ約 75 百 万ト ン 、浄化や メ タ ン 発酵 等 へ 約 6 百 万 ト ン と

な っ て い る。  

⑤  畜 産 環境 に 起 因 する 苦 情 発 生戸 数 は 、 ここ 数 年 、 減少 傾 向 に ある 。  

正 解 … … ③ が 誤 り（「 家 畜 排 せ つ 物 法 」で は 、牛 10 頭 、豚 100 頭 、鶏 2,000 羽 、馬 10

頭 以 上 規 模 の 飼 養 者 に 管 理 基 準 が 適 用 さ れ る ）  

 

Ⅳ － 20 日 本 に お ける 農 村 地 域計 画 策 定 上の 留 意 事 項に 関 す る 次の 記 述 の うち 、誤っ てい

る も の は どれ か 。  

①  農 村 地域 は 、 生 産・ 生 活 ・ 生態 環 境 が ひと つ の 空 間に お い て 重な り 合 い 、切 り 離 しが

た い シ ス テム と し て 成立 し て い る。  

②  地 域 の環 境 ・ 資 源に 働 き か ける 個 別 具 体的 事 業 は 、い ず れ も 地域 の 環 境 を変 化 さ せる

が 、 そ の 影響 は 直 接 的な も の ば かり で は な く、 何 段 階 かの 因 果 関 係を 経 て 意 外な 環 境 要素

に 及 ぶ 場 合が あ る 。  

③  歴 史 的文 化 的 価 値の 投 影 さ れた 農 村 景 観が 全 体 と して 、 人 々 に、 や す ら ぎ、 ゆ と り、

な つ か し さ、 と い っ た多 様 な 心 理的 効 果 を もた ら す こ とも 重 視 さ れつ つ あ る 。 

④  近 年 の農 村 地 域 では 、 兼 業 化や 混 住 化 が進 行 し て いる が 、 住 民の 意 識 や 価値 観 は 一様

で あ る の で、 住 民 参 加に よ る 合 意形 成 は 、 計画 策 定 上 重要 な 鍵 で はな い 。  

⑤  土 地 のほ と ん ど は私 有 財 産 であ る が 、 土地 利 用 は 隣接 す る 土 地の 利 用 状 況に 影 響 され

る の で 、 優良 農 地 の 保全 に 留 意 する な ど 、 土地 の 公 共 惟に も 十 分 配慮 す る 必 要が あ る 。  

正 解 … … ④ が 誤 り （ 住 民 の 意 識 や 価 値 観 は 多 様 で あ る の で 、 住 民 参 加 に よ る 合 意 形 成 は 、

計 画 策 定 上 重 要 な 鍵 で あ る ）  

 

Ⅳ － 21 日 本 の 農 村に お け る 地域 物 質 循 環シ ス テ ム に関 す る 次 の記 述 の う ち、誤 って いる

も の は ど れか 。  

①  地 域 社会 の 持 続 可能 な 発 展 のた め に は 、資 源 の 過 剰な 消 費 や 廃棄 物 ・ 汚 染物 質 の 発生

を 抑 制 す るな ど に よ り地 球 環 境 への 影 響 を 抑え る こ と が大 切 で あ る。  

②  有 害 化学 物 質 で ある ダ イ オ キシ ン や PCB は 、 農 業 や 農 村 の 持つ 自 然 の 浄化 機 能 の働

き を 利 用 して そ の 分 解な ど を 促 進す る こ と が重 要 で あ る。  

③  農 業 生態 系 は 、 農業 生 産 ・ 農村 生 活 か ら発 生 す る アウ ト プ ッ トの 相 当 量 を、 そ の 系内

で 自 己 完 結的 に 再 利 用あ る い は 分解 ・ 消 化 する 物 質 循 環機 能 を 持 って い る 。  

④  畜 産 廃棄 物 の 処 理に お い て 量的 ・ 質 的 に問 題 に な るも の は ふ ん尿 で あ る 。 

⑤  生 活 系ア ウ ト プ ット の う ち 農地 還 元 が 可能 な 有 機 性廃 棄 物 は 、生 ゴ ミ な どの 一 般 廃棄

物 と 下 水 汚泥 が 代 表 的で あ る 。  

正 解 … … ② が 誤 り（ ダ イ オ キ シ ン や Ｐ Ｃ Ｂ 等 の 人 工 合 成 物 質 は 自 然 分 解 し な い の で 、農 地

等 に 還 元 し た な ら 重 大 な 土 壌 汚 染 と な る 。 Ｐ Ｃ Ｂ 等 の 処 理 法 と し て は 、 ア ル カ リ 触 媒 法 、
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超 臨 界 酸 化 法 、 熱 分 解 法 や 紫 外 線 分 解 法 等 が 考 え ら れ て い る ）  

 

Ⅳ － 22 平 成 15 年 10 月 に 閣議 決 定 さ れた 土 地 改 良長 期 計 画（「 以 下 計画」と い う 。）に

関 す る 次 の記 述 の う ち、 誤 っ て いる も の は どれ か 。  

①  計 画 では ,食 料・農業・農 村 基本 法 の 理 念を 国 民・消費 者 に 対 して サ ー ビ スを 提 供 して

い く 観 点 から 捉 え 、「い の ち 」、「循 環 」、「 共生 」 の 各 視点 か ら 、 政策 目 標 を 設定 し て い る。 

②  計 画 では 、 政 策 目標 ご と の 目指 す 主 な 成果 、 事 業 量及 び 事 業 費を 示 し 、 その 計 画 期間

は 、 平 成 15 年 度 か ら平 成 29 年 度 ま で の 15 カ 年 間 であ る 。  

③   意 欲 と 能 力 の あ る経 営 体 の 育成 と い う 政策 目 標 に おい て は 、 目指 す 主 な 成果 と し て、

農 業 生 産 基盤 の 整 備 地区 に お い て、 意 欲 と 能力 の あ る 経営 体 へ の 農地 の 利 用 集積 率 を 事業

実 施 前 より 20 ポ イ ント 以 上 向 上さ せ る と して い る 。  

④  総 合 的な 食 料 供 給基 盤 の 強 化と い う 政 策目 標 に お いて は 、 水 稲と 畑 作 物 の選 択 的 作付

を 可 能 と す る 基 盤 整 備 の 実 施 に よ り 対 象 農 地 に お け る 耕 地 利 用 率 を 105%以 上 に 向 上 さ

せ る と し てい る 。  

⑤  安 定 的な 用 水 供 給機 能 等 の 確保 と い う 政策 目 標 に おい て は 、 基幹 的 農 業 用用 排 水 施設

の 長 寿 命 化や ラ イ フ サイ ク ル コ スト の 低 減 を図 り つ つ 、施 設 が 有 する 延 べ 約 250 万 ヘ ク

タ ー ル の 農地 に 対 す る安 定 的 な 用水 供 給 機 能及 び 排 水 条件 の 確 保 を図 る と し てい る 。  

解 答 … … ② が 誤 り（ 平 成 29 年 度 ま で の 15 カ 年 間 → 平 成 19 年 度 ま で の 5 カ 年 間：H15

白 書 巻 末 p46）  

 

Ⅳ － 23 日 本 の 水 田農 業 の 歴 史に 関 す る 次の 記 述 の うち 、 誤 っ てい る の は どれ か 。  

①  大 化 の改 新 は 、唐の 律 令 を もと に 公 地 公民 公 水 主 義を 打 ち 出 し、農 地 、水利 の 整 備 は、

今 も 残 る 雄大 な 条 里 制に 示 さ れ るよ う に 、 国家 に よ っ て強 力 に 進 めら れ た 。  

②  鎌 倉 時代 か ら 室 町時 代 に 進 むに つ れ 、 守護 ・ 地 頭 によ る 水 田 開発 管 理 、 村落 共 同 体に

よ る 未 端 水管 理 、 入 会に よ る 肥 料自 給 と い う日 本 独 自 の水 田 農 業 体系 の 原 型 が出 来 上 がっ

た 。  

③  戦 国 時代 、 諸 大 名に よ り 、 中小 河 川 、 ある い は 大 河川 支 流 で の水 田 開 発 が進 ん だ 。さ

ら に 江 戸 時代 前 期 か ら中 期 に か けて 、 関 東 流及 び 紀 州 流と 呼 ば れ る技 術 体 系 が形 成 さ れ、

大 河 川 中 下流 部 で の 水田 開 発 が 可能 と な り 、こ れ に よ り沖 積 平 野 農業 開 発 の 基本 的 枠 組み

が 確 立 さ れた 。  

④  明 治 32 年 「 耕 地整 理 法 」 が制 定 さ れ 、農 地 の 整 形、 交 換 を 行い 、 30 ア ー ル 程 度以

上 の 区 画 に整 備 さ れ た水 田 の 整 備率 は 、明治年 代 末 ま でに 約 7 割 とな り 、排水改 良 、乾田

馬 耕 と あ いま っ て 、 多肥 ・ 品 種 改良 の 小 農 型明 治 農 法 を生 み 出 し た。  

⑤  昭 和 24 年「 土 地改 良 法 」が制 定 さ れ、土 地 改 良 事業 の 主 体 は地 主 か ら 農業 者 と な り、

土 地 改 良 事業 へ の 公 共の 援 助 が 約束 さ れ 、 国営 土 地 改 良事 業 の 実 施も 定 め ら れ、 現 在 に至

っ て い る 。 
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正 解 … … ④ が 誤 り （ 平 成 ４ 年 で 30a 程 度 以 上 の 区 画 に 整 備 さ れ た 水 田 の 整 備 率 は ５ 割 強

〔 土 地 利 用 基 盤 整 備 基 本 調 査 〕 で あ る の で 、 ７ 割 に は 現 在 で も 到 達 し て い な い は ず ）  

 

４ － 24 日 本 の 農 業用 水 の 特 質に 関 す る 次の 記 述 の うち 、 誤 っ てい る も の はど れ か 。  

①  農 業 用水 は 、灌概用 水 の ほ か様 々 な 農 業活 動 に 使 用さ れ る 用 水で 、農 村にお け る 消 火、

除 雪 、 水 環境 形 成 な どの 地 域 用 水と し て の 機能 も 持 っ てい る 。  

②  農 業 用水 は 、 温 度や 降 雨 な ど気 象 条 件 や作 物 の 生 育段 階 に よ って 需 要 量 が大 き く 変化

す る 。  

③  農 業 用水 は 、 面 的に 広 が っ た耕 地 に 供 給さ れ る な ど、 地 域 の 水循 環 に 大 きな 影 響 を与

え る 。 特 に、 畑 地 潅 漑用 水 は 水 田潅 漑 用 水 より こ の 影 響が 顕 著 で ある 。  

④  農 業 用水 に は 、 長い 歴 史 的 過程 を 経 て 形成 さ れ た もの が 多 く 、複 雑 か つ 固定 的 な 水利

慣 行 を 持 つ場 合 が 多 い。  

⑤  河 川 から の 取 水 開始 年 代 が 古い 農 業 用 水は 、 後 発 の都 市 用 水 など に 対 し て優 先 取 水の

権 利 を 持 って い る も のが 多 い 。  

正 解 … … ③ が 誤 り （ 水 田 潅 漑 用 水 は 畑 地 潅 漑 用 水 よ り 水 循 環 へ の 影 響 が 顕 著 で あ る ）  

 

Ⅳ － 25 農 地 の 排 水計 画 に 関 する 次 の 記 述の う ち 、 誤っ て い る もの は ど れ か。  

①  農 地 の排 水 計 画 の目 的 は 、 農地 の 過 剰 な水 を 排 除 して 、 農 作 物の 品 質 向 上や 農 業 の年

産 性 向 上 を実 現 す る とと も に 、 湛水 被 害 を 軽減 し て 安 定生 産 を 図 るこ と で あ る。  

②  機 械 排水 地 区 で は、 大 雨 時 に水 田 や 遊 水池 な ど に 一時 貯 留 す ると 、 小 さ い排 水 ポ ンプ

で よ く 、 しか も 運 転 時間 が 長 く なる た め 、 稼働 率 の 高 い経 済 的 な 排水 施 設 と なる 。  

③  近 年 では 、 農 村 の混 住 化 が 進み 、 農 地 だけ で な く 地域 全 体 の 排水 改 良 計 画及 び 広 域の

排 水 管 理 が重 要 と な って き て い る。  

④  低 平 地で は 、 堤 防な ど で 囲 まれ た 地 区 毎に 排 水 路 で流 出 水 を 集め て 、 水 門や 排 水 ポン

プ で 地 区 外の 河 川 な どへ 排 除 す る。  

⑤  農 地 の排 水 事 業 計画 で は 、 畑作 物 の 湛 水被 害 は 小 さい の で 、 大雨 時 に は 計画 対 象 地区

内 の 畑 地 にお い て も 水田 と 同 じ よう に 湛 水 させ る こ と とす る 。  

正 解 … … ⑤ が 誤 り（ 水 田 は 許 容 湛 水 深 30cm で あ る が 、畑 作 物 は ゼ ロ 湛 水 → ピ ク シ ィ さ ん

の メ ー ル を 参 照 。畑 地 に お い て は 被 害 が 大 き い の で 湛 水 し た 場 合 で も 、４ 時 間 以 内 排 水 を

目 指 し て い る ）  

 

Ⅳ － 26 圃 場 整 備 にお け る 土 層改 良 に 関 する 次 の 記 述の う ち 、 誤 っ て い る も の は ど れ か 。 

①  土 層 改良 と は 、 農用 地 の 土 層の 状 態 を 作物 生 育 と 農作 業 な ど に適 す る よ うに 持 続 的に

改 善 す る 措置 を い い 、物 理 的 方 法、 土 木 的 方法 な ど が ある 。  

②  混 層 群は 、 表 層 土が 理 化 学 性の 劣 る 土 壌で あ っ て 、下 層 土 に 肥沃 な 土 層 が存 在 す る場

合 な ど に おい て 、表 層土 と 下 層 土を 同 時 に 耕起 、混 和 又は 反 転 な どを 行 い 、作土 深 の 増 加、
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作 士 の 理 化学 性 の 改 良を 図 る 作 業を い う 。  

③  心 土 破砕 は 、 作 土の 直 下 層 に新 盤 な ど の堅 密 層 が 形成 さ れ 、 十分 な 透 水 性、 通 気 性が

得 ら れ な い場 合 や 作 物の 根 が 伸 張で き な い 場合 に 、 こ れを 破 砕 す る作 業 を い う。  

④  除 礫 は、 石 礫 含 量の 多 い 土 層に お い て 作土 の 理 化 学性 の 改 良 を目 的 と し て、 支 障 とな

る 大 き さ の作 土 内 の 石礫 を 除 去 、破 砕 な ど を行 う 作 業 をい う 。  

⑤  不 良 土層 排 除 は 、取 り 除 く 以外 に 改 良 の手 段 の な い火 山 灰 地 帯の 軽 石 層 など の 物 理性

又 は 化 学 性の 不 良 な 土層 を 排 除 して 作 土 厚 や有 効 土 層 深を 増 加 さ せる 作 業 を いう 。  

正 解 … … ④ が 誤 り （ 除 礫 〔 石 礫 除 去 ） で 礫 の 破 砕 は 一 般 的 に は 行 わ な い 〕  

な お 、① に お い て 、「 土 層 改 良 に は 物 理 的 方 法 、土 木 的 方 法 な ど が あ る 」と し て い る が 、

土 木 的 方 法 を 用 い て 土 層 の 物 理 性 を 改 善 す る の で は な い か と 考 え 、① の 選 択 肢 を 誤 り と し

た 人 も 多 い の で は な い か 。「 農 業 土 木 ハ ン ド ブ ッ ク 」 に は こ の よ う な 分 類 は 記 載 さ れ て い

な い 。そ う す る と ⑤ の「 除 礫 は 作 土 の 理 化 学 性 の 改 良 を 目 的 と す る 」と い う 記 述 も 今 一 疑

問 が 残 る（ 誤 り だ か ら 良 い け れ ど … … ）。さ ら に ⑤ の 土 地 改 良 事 業 工 種 と し て 、「 不 良 土 層

排 除 」 は 聞 い た こ と が な い 。「 排 土 」 の こ と か ？ 考 え す ぎ る と 迷 い 込 む 問 題 で あ る 。  

 

Ⅳ － 27 農 道 に 関 する 次 の 記 述の う ち 、 誤っ て い る もの は ど れ か。  

①  一 般 に農 道 は 、基幹 的 農 道 と圃 場 内 農 道に 大 別 さ れ、さ ら に 圃場 内 農 道 は、幹 線 農 道、

支 線 農 道 、耕 作 道 に 分類 さ れ る 。 

②  基 幹 的農 道 と は 、農 業 地 域 と国 道 ・ 都 道府 県 道 な どを 連 絡 す るも の で 、 地域 の 社 会生

活 活 動 へ の利 用 を 主 たる 目 的 と して い る 。  

③  圃 場 内農 道 は 、 圃場 へ の 通 作、 営 農 資 材の 搬 入 、 圃場 か ら の 農産 物 の 搬 出な ど の 農業

生 産 活 動 に主 と し て 利用 さ れ る 。 

④  圃 場 内農 道 の う ち幹 線 農 道 は、 集 落 と 圃場 区 域 、 圃場 区 域 相 互間 、 一 般 道路 や 基 幹的

農 道 と 圃 場区 域 、 圃 場区 域 と 生 産・ 加 工 ・ 流通 施 設 等 をそ れ ぞ れ 結ぶ 主 要 な 農道 で あ る。 

⑤  圃 場 内農 道 の う ち耕 作 道 は 、収 穫 お よ び防 除 作 業 等に 利 用 す るた め 、 耕 区の 境 界 部ま

た は 耕 区 内に 設 け ら れる 農 道 で ある 。  

正 解 … … ② が 誤 り（ 基 幹 的 農 道 と は 農 業 交 通 の ほ か 、地 域 の 社 会 生 活 活 動〔 一 般 交 通 〕へ

の 利 用 も 重 視 す る 道 路 で あ る が 、農 業 交 通〔 農 業 輸 送 ＋ 通 作 交 通 〕が 過 半 数 を 占 め る こ と

と 規 定 さ れ て い る ）  

 な お ① に つ い て は 、農 道 は 基 幹 的 農 道 と 圃 場 内 農 道 の ほ か に 開 発 農 道 の ３ つ に 分 類 す る

の が 一 般 的 で あ る（ 農 業 土 木 ハ ン ド ブ ッ ク 他 ）こ と か ら 、誤 り と も い え る 。正 解 が ２ つ あ

る と い わ れ て も 仕 方 の な い 問 題 で あ る 。  

 

Ⅳ － 28 農 業 用 ダ ムに 関 す る 次の 記 述 の うち 、 誤 っ てい る も の はど れ か 。  

①  農 業 用ダ ム は 、 農業 生 産 活 動に 必 要 不 可欠 な 水 を 安定 的 に 供 給す る も の であ る が 、当

該 ダ ム に 関係 す る 地 域と そ の 環 境に 対 し ,一 定の 影 響 を 与え る 可 能 性が あ る 。この た め 、周
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辺 地 域 の 環境 と の 調 和に も 配 慮 して 建 設 し なけ れ ば な らな い 。  

②  ダ ム サイ ト と し ては 、 ダ ム に必 要 な 機 能お よ び 安 全性 が 確 保 され 、 か つ 経済 的 に 建設

で き る 地 点を 選 定 す る。  

③  農 業 用水 補 給 の ため の 利 水 容量 は 、 10 年 に 1 回 程 度 の 渇 水を 対 象 に 、取 水 地 点 の不

足 水 量 と ダム 地 点 の 貯留 可 能 流 量、 貯 水 面 蒸発 量 な ど の損 失 水 量 を考 慮 し て 決定 す る 。  

④  ダ ム には 、 提 体 、基 礎 地 盤 およ び 貯 水 池周 辺 地 山 の力 学 的 、 水理 的 安 定 性を 確 認 する

た め の 構 造物 管 理 設 備な ら び に ダム の 適 切 な運 用 、 操 作お よ び 維 持管 理 を 行 うた め の 操作

管 理 設 備 を設 け な け れば な ら な い。  

⑤  ダ ム を供 用 す る に際 し て は 、ダ ム を 構 成す る 施 設 、基 礎 地 盤 およ び 貯 水 池周 辺 地 山の

安 全 性 を 数値 計 算 に よっ て 確 認 し、 試 験 湛 水に よ る 確 認は 特 別 な 場合 を 除 き 実施 し な い。 

正 解 … … ⑤ が 誤 り （ 試 験 湛 水 に よ る 確 認 は 必 ず 実 施 し 、 安 全 性 を 確 認 す る ）  

 

Ⅳ － 29 農 業 用 水 パイ プ ラ イ ンの 路 線 選 定に 関 す る 次の 記 述 の うち 、誤っ てい る も の はど

れ か 。  

①  路 線 距離 が 長 く なっ て も 管 内水 圧 が 最 も高 圧 と な る路 線 を 選 定す る 。  

②  軟 弱 地盤 地 帯 や 被圧 地 下 水 が分 布 し て いる と こ ろ は、 で き る だけ 避 け る 。 

③  道 路 、河 川 及 び 軌道 の 横 断 は、 で き る だけ 直 角 交 差と す る 。  

④  施 工 や完 成 後 の 管理 の 便 を 考慮 し て 、 一般 に 道 路 や耕 地 の 境 界に 沿 っ て 配置 す る 。  

⑤  制 水 弁や ポ ン プ の操 作 に 伴 い発 生 す る 水撃 圧 や 負 圧対 策 に 配 慮す る 。  

正 解 … … ① が 誤 り（ パ イ プ ラ イ ン の 路 線 選 定 は 余 裕 水 頭 を 確 保 し 、路 線 距 離 が で き る だ け

短 く な る よ う に 路 線 を 選 択 す る → ピ ク シ ィ さ ん の メ ー ル を 参 照 ）  

 

Ⅳ － 30 農 地 の 整 備・保 全 のため の 調 査 計画 に 関 す る次 の 記 述 のう ち 、正しい も の は どれ

か 。  

①  地 質 ・土 質 調 査 及び 植 生 等 の自 然 生 態 系調 査 は 、 既存 資 料 に より 行 い 現 地調 査 は 実施

し な い 。  

②  気 象 調査 デ ー タ は、都 道 府県庁 所 在 地 にお け る 最近 3 年 間 の 記録 を 解 析 して 使 用 す る。 

③  地 域 農業 や 営 農 状況 調 査 に つい て は 、 現在 の 状 況 だけ で な く 過去 の 推 移 、関 係 機 関が

定 め た 将 来目 標 等 を 併せ て 調 査 する 。  

④  か ん が い 用 水 の 水 質 調 査 の 調 査 項 目 と し て は 、 酸 素 イ オ ン 濃 度 （ pH）、 化 学 的 酸 素 要

求 量 （ BOD）、 全 窒素 濃 度 （ T－ N）、 有機 浮 遊 物 質（ Ｓ Ｓ ） 等が あ げ ら れる 。  

⑤  調 査 や計 画 作 成 に使 用 す る 地形 図 は 、 1/30 万 の 縮尺 で 作 成 する 。  

正 解 … … ③ が 正 し い  

① 誤 り … … 現 地 調 査 は 必 ず 実 施 す る 。   

② 誤 り … … 一 般 に 気 象 調 査 デ ー タ は 、最 も 近 い ア メ ダ ス 観 測 点 等 に お け る 10 か 年 程 度 の

記 録 を 解 析 （ 1/10 確 率 ） し て 使 用 す る 。  
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④ 誤 り … … 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｂ Ｏ Ｄ ） → （ Ｃ Ｏ Ｄ ）  

⑤ 誤 り … … 1/25,000～ 1/5,000 程 度 の 縮 尺 を 用 い る の が 一 般 的 で あ る 。  

 

 

 

 


